
1 
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Ⅰ  はじめに  

 長崎県立大学では、「しま」を佐世保校、シーボルト校に次ぐ第３のキ

ャンパスとして位置づけ、「しま」での実践的な体験学習を全学的に導入

し、グローバルな視点を持つとともに、地域課題に主体的に取り組むこと

ができるグローカル人材の育成を図るため、学生の課題探求能力や問題解

決力を涵養する教育プログラム（「しまなび」プログラム）を設け、地域

を学ぶ実践的な体験学習等を実施し、平成２９年度に４年目を迎えようと

している。  

本プログラムは、ＰＢＬ（project  based  learning 課題解決型学習

法）学習法で展開され、主体的・実践的な学び（ＡＬ：アクティブラーニ

ング）が基本であり、積極的な姿勢が求められる授業である。「しま」と

のやりとりも学生自らが自主的・積極的に行うことになっているが、「し

ま」からの助言・支援を受け、より「しま」の実態に即した計画が作成で

きるよう、各「しま」にコーディネーターを設置している。  

  

Ⅱ  研究内容  

「しま」のコーディネーターは、学生からの相談に応じ、助言・支援を

行っているが、相互のやり取りのスムーズな展開を支援し計画に反映さ

せるため、学生とコーディネーターとの意思疎通ができる「学びの仕組

み（体制）」をとしての学習支援システム（名称  manabie）を導入し

ている。  
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学習支援システム（manabie）は、平成２７年度の２回目からの「しま

なび」プログラムに導入している。  

学生は、学習支援システム（manabie）を通じて計画を作成していくが、

相互にとってスムーズな展開を行うためには、学生とコーディネーターと

のやり とり にお け る種々 の課 題を 把 握、整 理し 、学 習 支援シ ステ ム

（manabie）上に構築することが必要であり、毎年改善を図ってきたが、

学生及びコーディネーターが活用しやすいシステムの構築は早急に改善

をはからなければならない大きな課題であった。  

これらのことから、本研究の目的を次のこととした。  

「学生とコーディネーターとが相互に進捗状況に応じて情報が共有で

きる manabie の構築」とし、  

特に、コーディネーターから見て学生の動きが把握できる manabie の

構築に留意した。  

 

Ⅲ  学生とコーディネーターとの間に必要な情報は次にようにまとめら  

れる  

１  学生からコーディネーターへの問い合わせする主な情報  

（１）フィールドワーク基礎計画（テーマ、到達目標、達成方法）作成時  

  ①  「しま」について分からないこと、知りたいこと、聞きたいこと  

②  基礎計画（テーマ、到達目標、達成方法）の妥当性、実現性  

（２）  フィールドワーク実施計画（具体策）作成時  

  ①  フィールドワーク実施場所の照会  

  ②  フィールドワークに必要な協力者の照会  

③  フィールドワーク実施場所等の許諾の照会  

④  フィールドワーク時の協力依頼  

（３）フィールドワーク最終計画作成時  
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  ①  昼食場所の照会  

  ②  交通機関利用の照会（経路、交通手段、ダイヤ  等）  

  

２  コーディネーターから学生へ連絡する主な情報  

（１）フィールドワーク基礎計画（テーマ、到達目標、達成方法）作成時  

  ①  基礎計画（テーマ、到達目標、達成方法）の妥当性、実現性  

（２）フィールドワーク実施計画（具体策）作成時  

  ①  フィールドワーク実施場所の訂正  

  ②  行程の可否（訂正の指示）  

  ③  フィールドワークに必要な協力者の指示、アポの催促  

④  フィールドワーク実施場所等の許諾の指示、アポの催促  

⑤  発生する経費の指示  

⑥  フィールドワーク時の協力依頼への対応  

（３）フィールドワーク最終計画作成時  

  ①  昼食場所の紹介  

  ②  交通機関利用の訂正、指示（経路の可否、交通手段の可否  等） 

 

Ⅳ  具体的な課題  

 学生、コーディネーターの両者から情報のやり取りについて、これまで

の manabie に対する改善点平成２８年１０～１１月に聴取し、具体的な

課題を次の７点とした。   

１．フィールドワークの計画時における「具体策」に関して、学生がコ  

ーディネーターに対応を依頼するかどうかの相互の把握  

２．フィールドワークの計画時における「具体策」に対する学生の取り  

組み（進捗）状況の相互の把握  

３．フィールドワークの計画時における「具体策」に対するコーディネ  
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ーターの取り組み（進捗）状況の相互の把握  

４ .フィールドワークにおける協力者や許諾等に関する必要性についての  

相互の理解  

５ .コーディネーターからのコメント（アドバイス）に対する学生の確認  

状況の相互の把握  

６ .コーディネーターからのコメント（アドバイス）に対する学生の閲覧・ 

返信状況の相互の把握  

７ .  フィールドワーク行程の地図上での相互の確認  

 

Ⅴ  改善策  

１．フィールドワークの計画時における「具体策」に関して、学生がコー  

ディネーターに対応を依頼するかどうかの相互の把握については、  

具体策に関して、その対応をコーディネーターに依頼するか、どうかを選択し、依  

頼する場合は「依頼」をチェックすることとし、依頼する場合のみコーディネーターは  

対応する。 （７ページ参照） とし、コーディネーターが判断できるように  

した。  

２．フィールドワークの計画時における「具体策」に対する学生の取り組  

み（進捗）状況の相互の把握については、  

   まだ取り組んでいない場合、取り組みの途中は、「Ｓ 未取組」と表示され、取り 

組みが完了した場合は、「Ｓ 取組完」と表示される。（６・７ページ参照） とし、

捗状況を相互が把握できるようにした。  

３．フィールドワークの計画時における「具体策」に対するコーディネー  

ターの取り組み（進捗）状況の相互の把握については、  

   まだ対応していない場合、対応している最中は「Ｃ 未対応」と表示し、 対応が 

完了した場合は、「Ｃ 対応完」と表示。コディネーターとしての対応が必要ない場  

合、できない場合は「Ｃ 対応不要」と表示される。 （６ページ参照） とし、進捗  

状況を相互が把握できるようにした。  

４ .フィールドワークにおける協力者や許諾等に関する必要性についての  
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相互の理解については、  

コーディネーターが協力者・実施許可・料金について「要」・「不要」を指示し、 

「要」の場合は、実施月日、場所、内容などのアポを急いで確定させる。（７ペー 

ジ参照） とし、必要性を相互が理解できるようにした  

５ .  コーディネーターからのコメント（アドバイス）に対する学生の確認  

状況の相互の把握については、  

具体策画面のコメント欄（下部欄）に表示されるコーディネーターから発信された  

コメントのうち、学生が確認して（読んで）いない数が表示される。（６ページ参照）  

とし進捗状況を相互が把握できるようにした。             

６ .  コーディネーターからのコメント（アドバイス）に対する学生の閲

覧・信状況の相互の把握煮ついては、  

グループのリーダー・副リーダー、この具体策の主担当・副担当の名前が、コメン  

トの下に表示され、リーダー・副リーダー・主担当・副担当コメントを必ず読み、「既  

読」の表示にする。（７ページ参照） とし進捗状況を相互が把握できるよう  

にした。             

７ .  フィールドワーク行程の地図上での相互の確認については、  

具体策の場所名、住所が自動的に取得でき、同時に表示し、行程を地図上で  

確認する。（７・８ページ参照） とし行程に不都合がないようことを相互が  

確認できるようにした。             
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Ⅵ（コーディネーターへの）改選された学習支援システムの周知・習熟  

 改善した学習支援システム（ manabie）をコーディネーターが十分に習  

熟し、活用できるよう、  

平成２９年２月～３月に各しまを訪問し、コーディネーターへの周知、 

質疑応答、意見交換を行った。  

また、改善した学習支援システム（manabie）に習熟するため、実際に  

システムを運用する研修会（デモンストレーション）を平成２９年５月  

に開催し、コーディネーターが改善されたシステムを運用できるように  

したい。  

  

Ⅶ  おわりに  

 「しまなび」プログラムは、平成２７年度は本格実施の第１回目であっ  

たため、学習支援システムは学生の運用に主眼をおいたものであったが、 

システム構築・開発上に時間の制限もあり、コーディネーター側に立っ  

た視点が不足し、運用上に問題点があった。  

 このため、平成２７年度のフィールドワーク終了後に、コーディネータ  

ーが運用しやすい学習支援システムに重きをおいた改善を行い、平成２８  

年度の「しまなび」プログラムに用いた。  

しかし、学生、コーディネーターの両者の情報の共有に改善すべき点が

残ったため、今回の研究を行った。  

今年度の研究により、学生、コーディネーターの両者にとって運用しや

すい「学びの仕組み」が出来つつあると考える。  

今後は、再構築したシステムでの運用の検証を行い、さらにレベルアッ

プした「学びの仕組み」を目指していきたい。  


